
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
録
要
旨

京
都
か
ら
鎌
倉
に
集
う
人
び
と

｜
武
士
政
権
を
読
み
な
お
す
｜

岩

田

慎

平

一

頼
朝
時
代
の
鎌
倉
幕
府
吏
僚
の
特
徴

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
、
平
清
盛
が
福
原
か
ら
軍
勢
を
率
い
て
京
都
を
制
圧
し
た
。
後
白
河
院
政
を
停
止
し
、
反
平
家
の

貴
族
ら
が
多
数
処
罰
さ
れ
、
平
家
政
権
の
成
立
の
画
期
と
さ
れ
る
こ
の
事
件
は
、
治
承
三
年
政
変
と
呼
ば
れ
る
。
平
家
は
強
大
な
軍
事

力
を
背
景
と
し
て
政
権
奪
取
に
成
功
し
た
が
、
関
白
・
松
殿
基
房
の
配
流
に
反
発
す
る
藤
原
氏
の
氏
寺
・
興
福
寺
や
、
後
白
河
院
と
の

つ
な
が
り
が
と
く
に
深
い
園
城
寺
な
ど
、
畿
内
の
権
門
寺
院
か
ら
大
き
な
反
発
を
招
い
た
ほ
か
、
こ
の
と
き
新
た
に
平
家
知
行
国
と
な

っ
た
国
で
は
、
新
任
国
司
（
平
家
方
）
と
国
内
武
士
の
対
立
が
惹
起
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
関
東
で
は
、
上
総
・
相
模
の
有
力
在
庁
で
あ
る
上
総
広
常
・
三
浦
義
明
が
平
家
家
人
か
ら
圧
迫
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
源
頼
朝
の
挙
兵
に
積
極
的
に
協
力
す
る
前
提
と
な
る
。
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平
家
は
さ
ら
に
、
八
条
院
暲
子
内
親
王
の
猶
子
と
な
っ
て
い
た
以
仁
王
に
対
す
る
圧
迫
も
強
め
た
。
こ
の
結
果
、
治
承
四
年
（
一
一

八
〇
）
四
月
、
安
徳
天
皇
の
即
位
に
よ
っ
て
皇
位
の
望
み
も
絶
た
れ
た
以
仁
王
は
、
武
力
に
よ
る
平
家
打
倒
と
皇
位
簒
奪
を
企
図
し
、

八
条
院
所
縁
の
武
士
（
源
頼
政
ら
）
を
率
い
て
挙
兵
し
た
。
こ
の
挙
兵
は
直
後
に
発
覚
し
て
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
戦
乱
は
全
国
に
拡
大
し

て
い
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
戦
死
し
た
源
頼
政
か
ら
平
時
忠
に
知
行
が
移
っ
た
伊
豆
国
に
お
い
て
は
、
新
任
の
目
代
（
山
木
兼
隆
）

と
旧
来
の
在
庁
官
人
（
北
条
氏
ら
）
が
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
源
頼
朝
挙
兵
の
直
接
的
な
契
機
と
な
る
（
元
木
二
〇
一

二
）。こ

の
よ
う
に
、
皇
統
を
め
ぐ
る
争
い
と
地
方
に
お
け
る
そ
の
影
響
が
頼
朝
挙
兵
の
前
提
を
成
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
頼

朝
の
父
・
義
朝
は
後
白
河
院
近
臣
と
し
て
台
頭
し
、
頼
朝
自
身
は
そ
の
嫡
子
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
（
元
木
二
〇
〇
二
）。
す
な
わ
ち
、

頼
朝
は
当
初
よ
り
後
白
河
院
に
近
い
立
場
か
ら
挙
兵
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
樹
立
し
た
政
権
も
ま
た
後
白
河
院
と
親
和
性
の
高
い
政
権

で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
頼
朝
と
そ
の
政
権
を
支
え
た
吏
僚
た
ち
の
特
徴
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

挙
兵
か
ら
坂
東
の
制
圧
を
経
て
、「
寿
永
二
年
十
月
宣
旨
」
に
よ
る
頼
朝
の
復
位
と
東
国
支
配
権
の
公
認
が
画
期
と
な
り
、
そ
れ
ま

で
は
流
人
・
降
人
な
ど
挙
兵
当
初
か
ら
頼
朝
周
辺
に
集
っ
て
い
た
人
々
が
支
え
て
い
た
組
織
も
整
備
が
進
ん
だ
（
目
崎
一
九
七
四
）。

さ
ま
ざ
ま
な
公
武
交
渉
に
と
も
な
っ
て
、
畿
内
周
辺
の
諸
権
門
（
朝
廷
の
ほ
か
貴
族
、
寺
社
な
ど
）
と
の
折
衝
も
必
要
に
な
り
、
そ
こ

で
有
効
な
人
脈
を
持
つ
要
員
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
然
的
に
京
都
出
身
者
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
以
後
頼
朝
は
計
画
的

に
京
都
か
ら
吏
僚
を
招
致
し
て
い
っ
た
。

「
寿
永
二
年
十
月
宣
旨
」
以
降
に
活
躍
し
た
吏
僚
た
ち
の
な
か
で
代
表
的
な
の
は
大
江
広
元
・
三
善
康
信
・
二
階
堂
行
政
ら
で
あ
っ

た
。
彼
ら
の
特
徴
と
し
て
は
、
頼
朝
の
乳
母
・
姻
戚
の
関
係
者
で
あ
り
、
後
白
河
院
近
臣
で
あ
る
藤
原
光
能
の
縁
者
に
集
約
さ
れ
、
そ
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し
て
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
後
白
河
院
の
所
縁
に
連
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
野
口
一
九
八
九
）。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
父
・
義
朝

が
後
白
河
院
近
臣
で
あ
り
、
頼
朝
は
そ
の
嫡
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
お
り
、
政
権
の
性
格
も
大
き
く
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

二

橘
公
業

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）、
関
東
に
下
向
し
た
平
頼
盛
を
饗
応
す
る
幕
府
御
家
人
た
ち
の
な
か
に
橘
公きん
長なが
が
名
を
連
ね
て
い
る
（『
吾

妻
鏡
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
六
月
一
日
条
）。
彼
ら
は
「
馴
京
都
之
輩
」
で
あ
っ
た
た
め
に
選
抜
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の

橘
氏
の
出
自
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

橘
公
長
の
息
子
・
公きん
業なり
は
、
平
家
追
討
戦
に
お
い
て
讃
岐
国
屋
島
の
平
家
を
包
囲
す
る
た
め
、
ま
ず
「
先
陣
」
と
し
て
讃
岐
国
に
入

り
、「
住
人
等
」
を
鎌
倉
軍
に
引
き
入
れ
る
よ
う
工
作
し
て
い
る
。
彼
の
地
で
鎌
倉
方
に
味
方
す
る
人
々
の
「
交
名
」
を
頼
朝
に
取
り

次
ぎ
、
幕
府
御
家
人
と
し
て
の
認
定
を
仲
介
し
た
。
そ
の
後
「
彼
国
住
人
」
ら
は
「
公
業
下
知
」
に
随
う
よ
う
頼
朝
か
ら
命
じ
ら
れ
て

い
る
（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
九
月
十
九
日
条
）。

橘
公
業
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
父
祖
以
来
讃
岐
国
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
続
け
て
き
た
か
ら
だ
と
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
水
主
み
ず
し

神
社
大
般
若
経
函
底
書
」
に
は
、
公
長
・
公
業
の
父
祖
と
み
ら
れ
る
橘
氏
が
、
数
代
に
わ
た
っ
て
讃
岐

国
の
目
代
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
香
川
県
史

第
八
巻

資
料
編
古
代
・
中
世
史
料
』、
野
中
一
九
九
〇
、
岩
田
二

〇
一
〇
）。
公
長
・
公
業
以
前
か
ら
、
橘
氏
は
讃
岐
国
の
国
衙
に
目
代
と
し
て
一
定
の
所
縁
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
活
か
し
て
公
業

は
讃
岐
国
内
で
在
地
勢
力
の
誘
引
工
作
を
進
め
た
と
み
ら
れ
る
。
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橘
氏
が
目
代
と
し
て
仕
え
た
国
守
の
な
か
に
は
、
後
白
河
院
近
臣
の
藤
原
季
能
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
守
｜
目
代

の
関
係
を
通
じ
て
橘
氏
は
後
白
河
院
周
辺
に
も
連
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
橘
公
長
自
身
も
後
白
河
院
近
臣
で
あ
っ
た
（『
後

白
河
院
北
面
歴
名
』、
小
松
一
九
八
九
）。

ま
た
、
公
業
が
誘
引
工
作
を
進
め
た
同
じ
時
期
に
、
頼
朝
の
姉
妹
の
聟
で
あ
る
一いち
条じよう
能よし
保やす
が
京
都
の
朝
廷
か
ら
讃
岐
守
に
任
ぜ
ら

れ
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
六
月
二
十
日
条
）。
こ
の
一
条
能
保
も
ま
た
、
頼
朝
と
と
も
に
後
白
河
院
に
連
な
る
人
物
で
あ
る

（
佐
伯
二
〇
〇
六
）。

す
な
わ
ち
、
屋
島
の
平
家
を
包
囲
す
る
た
め
、
公
業
は
讃
岐
国
衙
と
の
所
縁
を
通
じ
て
、
一
条
能
保
は
讃
岐
守
と
い
う
立
場
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
後
白
河
院
周
辺
に
連
な
る
人
物
が
幕
府
方
と
し
て
讃
岐
国
在
地
勢
力
を
組
織
す
る
た
め
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
橘
氏
は
、
ほ
か
の
い
く
ら
か
の
御
家
人
と
同
様
に
、
内
乱
以
前
は
平
家
に
仕
え
て
い
た
。
し
か
し
加
々
美
長
清
と
の
「
一いつ
所しよ
傍ほう

輩ばい
之の
好よしみ」
を
頼
っ
て
幕
府
に
属
す
と
、
こ
の
よ
う
な
活
躍
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）

十
二
月
十
九
日
条
）。
幼
少
の
頃
か
ら
在
京
経
験
が
豊
富
で
、
故
実
に
通
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
幕
府
御
家
人
・
橘
公
業
の
出
身
は
、
関

東
で
は
な
く
京
都
と
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
（『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
三
月
四
日
条
）。
橘
氏
は
、
京
宅
を
拠
点
と
し
な
が

ら
受
領
郎
等
や
目
代
な
ど
と
し
て
活
動
す
る
、
院
政
期
に
特
有
な
武
士
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
京
都
の
事
情
に
よ
く

通
じ
て
お
り
、
武
芸
な
ど
の
故
実
に
通
じ
た
御
家
人
と
し
て
、
成
立
当
初
の
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
様
々
な
儀
式
や
行
事
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
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三

源
仲
章
と
源
光
行

（
ⅰ
）

源
仲なか
章あきらと
源
光みつ
行ゆき
は
、
幕
府
に

候
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
後
白
河
院
お
よ
び
後
鳥
羽
院
の
近
習
で
も
あ
っ
た
。
院
近
習
と
は
、

必
ず
し
も
伝
統
的
な
院
近
臣
家
の
出
身
で
は
な
い
が
、
実
務
能
力
や
芸
能
の
素
養
な
ど
を
通
じ
て
院
と
個
人
的
に
強
く
結
び
つ
く
こ
と

に
よ
り
、
破
格
の
昇
進
を
遂
げ
る
よ
う
な
者
の
こ
と
を
い
う
（
本
郷
一
九
八
八
）。
彼
ら
に
対
す
る
従
来
の
評
価
は
、
公
武
の
対
立
を

前
提
と
し
て
、
幕
府
が
朝
廷
へ
従
属
し
東
国
政
権
と
し
て
の
性
格
を
薄
め
る
方
向
へ
導
く
う
え
で
の
、
い
わ
ば
朝
廷
側
か
ら
幕
府
に
打

ち
込
ま
れ
た
ク
サ
ビ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
（
五
味
二
〇
〇
〇
な
ど
）。
し
か
し
、
幕
府
成
立
の
背
景
を
み
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
公
武
関
係
は
対
立
一
辺
倒
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
協
調
・
親
和
を
基
調
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
彼
ら
の
評
価
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

源
仲
章
の
父
・
光
遠
は
、
平
時
忠
・
建
春
門
院
・
後
白
河
院
に
近
い
立
場
で
平
家
に
仕
え
て
い
た
。
は
じ
め
協
調
関
係
に
あ
っ
た
平

家
と
後
白
河
院
と
の
対
立
が
深
く
な
る
に
つ
れ
て
、
光
遠
も
後
白
河
院
近
習
と
し
て
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
徴
証

と
し
て
、
光
遠
は
河
内
守
在
任
中
の
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
と
、
伊
豆
守
在
任
中
の
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
一
月
に
そ

れ
ぞ
れ
解
官
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
治
承
三
年
政
変
」
で
、
後
者
は
「
木
曾
義
仲
の
ク
ー
デ
タ
ー
」
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
い

ず
れ
も
後
白
河
院
近
臣
・
近
習
ら
が
処
罰
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
光
遠
は
こ
の
両
方
で
解
官
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
白
河
院
近

習
と
し
て
の
立
場
が
明
瞭
で
あ
る
（
岩
田
二
〇
一
四
）。

幕
府
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
こ
の
光
遠
の
伊
豆
守
在
任
の
時
期
が
注
目
さ
れ
る
。
始
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
寿
永
二
年
（
一
一
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八
三
）
十
一
月
ま
で
在
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
こ
の
間
に
坂
東
を
制
圧
し
て
い
た
頼
朝
お
よ
び
そ
の
周
辺
の

人
々
と
、
伊
豆
国
の
国
務
を
通
じ
て
何
ら
か
の
関
係
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
の
な
か

で
光
遠
の
息
子
で
あ
る
仲
章
も
ま
た
、
一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
挙
兵
当
初
か

ら
頼
朝
周
辺
の
人
脈
が
後
白
河
院
周
辺
に
収
斂
す
る
と
い
う
こ
と
に
も
符
号
す
る
の
で
あ
る
。

仲
章
の
任
務
に
つ
い
て
、『
愚
管
抄
』
は
「
仲
章
ハ
京
ニ
テ
ハ
飛
脚
ノ
沙
汰
ナ
ド
シ
テ
有
ケ
リ
」（
巻
六
）
と
触
れ
て
い
る
。
公
武
の

連
絡
役
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
兄
弟
の
仲
国
・
仲
兼
も
幕
府
に

候
し
て
お
り
、
兄
弟
で
在
京
・
在
鎌
倉
を
分
担
し
な
が
ら

朝
廷
・
幕
府
に
そ
れ
ぞ
れ
仕
え
て
い
た
。
仲
章
は
建
仁
年
間
頃
（
一
二
〇
一
〜
一
二
〇
四
）
か
ら
実
朝
の
侍じ
読とう
も
務
め
て
お
り
、
建
保

六
年
（
一
二
一
八
）
に
は
「
関
東
之
御
挙
」
に
よ
り
従
四
位
下
・
文もん
章じよう
博
士
は
か
せ

と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
順
徳
天
皇
の
侍
読
に
任
ぜ
ら
れ
、

同
時
に
昇
殿
も
許
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
仲
章
は
幕
府
で
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
朝
廷
で
も
登
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
学
者
と
し
て
特

別
な
実
績
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
該
博
な
知
識
を
有
す
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（『
明
月
記
』
建
暦
二
年
（
一
二
一

二
）
九
月
二
十
六
日
条
）。

し
か
し
建
保
七
年
（
一
二
一
九
）、
実
朝
の
任
右
大
臣
拝
賀
の
際
に
、
側
近
と
し
て
同
行
し
た
仲
章
も
殺
害
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
ⅱ
）

源
光
行
は
清
和
源
氏
満みつ
政まさ
流
出
身
で
、
祖
先
に
は
白
河
院
・
鳥
羽
院
の
北
面
を
務
め
、
強
訴
の
防
禦
な
ど
に
活
躍
し
有
力
な
京
武
者

で
あ
っ
た
重
時
な
ど
が
い
る
。
ま
た
、
一
族
に
は
後
白
河
院
の
北
面
に

候
し
、
検
非
違
使
を
務
め
、
平
家
の
有
力
家
人
で
も
あ
っ
た

季
貞
な
ど
も
い
る
。『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
、
光
行
が
「
丈
尺
を
取
て
輪
田
の
松
原
西
の
野
に
、
宮
城
の
地
を
定
め
け
る
」
と
い
う
よ

う
に
、
下
級
官
吏
と
し
て
平
家
政
権
に
仕
え
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
第
十
七

福
原
京
事
）。
す
な
わ
ち
、
光
行
の
叔
父
・
季
貞

は
武
勇
で
も
っ
て
、
そ
し
て
光
行
自
身
は
吏
僚
的
才
芸
を
活
か
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
家
に
仕
え
て
い
た
（
岩
田
二
〇
一
四
）。
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こ
の
光
行
が
幕
府
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
幕
府
問
注
所
執
事
と
な
る
三
善
康
信
の
仲
介
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

か
ね
て
か
ら
頼
朝
が
促
し
て
い
た
康
信
の
関
東
下
向
が
実
現
し
た
際
に
光
行
も
同
道
し
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き
、
平
家
に
属
し
た
父
・

豊
前
前
司
光
季
に
対
す
る
許
し
を
請
う
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
四
月
十
四
日
条
）。
こ
の
請
願
は
聞
き
入
れ
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
光
行
は
幕
府
問
注
所
執
事
・
三
善
康
信
の
所
縁
を
頼
る
こ
と
で
父
の
生
存
に
寄
与
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
光
行
・

康
信
の
間
に
は
「
一
所
傍
輩
之
好
」
の
よ
う
な
関
係
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
在
京
活
動
中
に
朝
廷
や
諸
権
門
へ

候
す
る
な
か
で
培
っ
た

「
一
所
傍
輩
之
好
」
は
、
内
乱
と
い
う
非
常
事
態
に
お
い
て
一
族
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
（
岩
田
二
〇
一
〇
）。

光
行
は
幕
府
に
数
少
な
い
諸
大
夫
身
分
（
位
階
五
位
以
上
）
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
御
家
人
と
な
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
実
務
を
担
当
す
る
奉
行
人
と
し
て
活
躍
し
た
一
方
で
、「
後
鳥
羽
院
ノ
北
面
ニ
テ
」（『
水
原
抄
』）
と
あ
る
ご
と
く
、
後
鳥

羽
院
近
習
と
し
て
の
立
場
も
維
持
し
て
い
た
。

承
久
の
乱
が
勃
発
す
る
と
、
北
条
義
時
追
討
を
五
畿
七
道
に
命
ず
る
宣
旨
が
関
東
に
も
た
ら
さ
れ
た
際
に
、
副
状
を
発
給
し
た
の
は

光
行
で
あ
っ
た
（『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
十
九
日
条
）。
そ
れ
を
伝
え
る
使
者
が
捕
縛
さ
れ
た
た
め
、
幕
府
に
と
っ

て
光
行
の
罪
科
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
に

候
し
て
い
た
息
子
・
親ちか
行ゆき
が
一いち
条じよう
実さね
雅まさ
（
北
条
義
時
女
婿
）
を
通
じ
て
宥
免
を

願
い
出
て
、
光
行
は
処
刑
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
（『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
八
月
二
日
条
）。

光
行
は
承
久
の
乱
後
も
引
き
つ
づ
き
幕
府
吏
僚
と
し
て
活
躍
し
、
と
り
わ
け
、
子
の
親
行
ら
と
と
も
に
『
源
氏
物
語
』（「
河
内
本
」）

の
校
訂
な
ど
の
文
芸
活
動
を
展
開
し
た
（
織
田
二
〇
一
二
）。
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お
わ
り
に

鎌
倉
幕
府
の
組
織
運
営
は
、
京
都
出
身
の
吏
僚
が
中
心
を
担
い
、
東
国
の
在
地
領
主
の
関
与
は
限
定
的
で
あ
っ
た
（
岩
田
二
〇
〇

六
）。『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
六
月
一
日
条
に
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
御
家
人
、
す
な
わ
ち
「
馴
京
都
之
輩
」
た
ち
は
い

ず
れ
も
、
本
人
か
そ
の
一
族
が
泰
時
執
権
期
の
評
定
衆
に
名
を
連
ね
て
幕
府
運
営
の
中
枢
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
幕
府
運
営
の
中
心
を

担
っ
て
い
た
の
は
「
馴
京
都
之
輩
」
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
京
都
か
ら
鎌
倉
に
集
う
人
び
と
は
、
平
家
政
権
に
も
有
力
武

士
・
能
吏
と
し
て
仕
え
て
お
り
、
ま
た
後
白
河
院
や
後
鳥
羽
院
周
辺
の
人
脈
を
有
し
て
い
た
。
彼
ら
は
関
東
に
勃
興
し
た
頼
朝
の
勢
力

と
後
白
河
院
が
接
近
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
持
つ
上
で
一
定
の
役
割
が
期
待
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
中
世
社
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
主

に
仕
え
る
兼けん
参ざん
は
珍
し
く
な
い
が
、
平
家
に
仕
え
た
と
い
う
過
去
も
大
き
な
瑕
疵
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
所
縁
の
能
吏
を
積
極
的
に
起
用

す
る
と
い
う
姿
勢
が
、
公
武
両
政
権
に
共
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

貴
族
社
会
の
中
心
が
後
白
河
院
と
そ
の
周
辺
の
人
々
か
ら
、
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
に
移
っ
て
い
く
と
、
幕
府
御
家
人
の
構
成
に
も

そ
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
幕
府
草
創
期
を
支
え
た
吏
僚
に
代
わ
る
人
材
の
確
保
も
課
題
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
経
緯
で
、
源
仲
章
・
源
光
行
ら
は
幕
府
で
起
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
幕
府
は
東
国
に
強
固
な
基
盤
を
も
つ
武
士
政
権
と
し
て
成
立
し
た
が
、
当
初
か
ら
後
白
河
｜
後
鳥
羽
の
皇
統
を
戴
く
朝
廷
と
親

和
性
の
高
い
政
権
と
い
う
性
格
も
持
っ
て
い
た
。
幕
府
の
こ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
、
棟

で
あ
る
鎌
倉
殿
（
将
軍
）
も
治
天
と
の
関
係

が
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
必
然
的
に
、
そ
の
周
辺
に
集
う
人
々
も
治
天
お
よ
び
そ
の
周
辺
と
の
人
脈
が
重
視
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
鎌
倉
幕
府
の
政
治
史
を
規
定
す
る
棟

を
め
ぐ
る
争
い
も
、
治
天
を
中
心
と
す
る
京
都
の
貴
族
社
会
と
の
関
係
の
な
か
で
展
開
す
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る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
上
横
手
一
九
七
五
）。

後
鳥
羽
院
と
親
密
な
実
朝
の
死
か
ら
承
久
の
乱
を
経
て
、
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
の
人
々
も
逼
塞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
後
高
倉
皇

統
の
擁
立
を
は
じ
め
と
す
る
朝
廷
の
再
編
は
、
幕
府
の
内
部
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
。
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